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   三 浦 市 ま ち づ く り 条 例  目 次   前 文   第 １ 章  総 則 （ 第 １ 条 － 第 ５ 条 ）   第 ２ 章  市 民 協 働 に よ る 計 画 的 な ま ち づ く り      第 １ 節  市 民 が 主 体 的 に 取 り 組 む ま ち づ く り （ 第 ６ 条 － 第 １ １条 ）  第 ２ 節  市 民 と と も に 進 め る ま ち づ く り （ 第 １ ２ 条 ・ 第 １ ３ 条 ）   第 ３ 章  開 発 事 業 の 手 続 等    第 １ 節  総 則 （ 第 １ ４ 条 ・ 第 １ ５ 条 ）    第 ２ 節  開 発 事 業 の 手 続 （ 第 １ ６ 条 － 第 ３ ７ 条 ）    第 ３ 節  建 築 計 画 の 届 出 （ 第 ３ ８ 条 ）   第 ４ 章  開 発 事 業 の 基 準 等    第 １ 節  特 定 開 発 事 業 に 係 る 基 準 等 （ 第 ３ ９ 条 ）    第 ２ 節  都 市 計 画 法 に 基 づ く 基 準 （ 第 ４ ０ 条 ）    第 ３ 節  建 築 基 準 法 に 基 づ く 基 準 （ 第 ４ １ 条 ）   第 ５ 章  開 発 事 業 に 係 る 紛 争 調 整 （ 第 ４ ２ 条 － 第 ４ ４ 条 ）   第 ６ 章  事 業 者 に よ る 優 良 な ま ち づ く り （ 第 ４ ５ 条 ・ 第 ４ ６ 条 ）   第 ７ 章  雑 則 （ 第 ４ ７ 条 － 第 ５ ４ 条 ）   第 ８ 章  罰 則 （ 第 ５ ５ 条 ・ 第 ５ ６ 条 ）   附 則   三 浦 市 は 、 三 方 を 海 に 囲 ま れ 、 穏 や か な 気 候 と 、 台 地 と 谷 戸 が 織り な す 変 化 に 富 ん だ 地 形 を 有 し て い る 。 豊 か な み ど り と 農 業 の 営 みが 一 体 と な っ た 田 園 風 景 、 美 し い 海 岸 線 と 漁 業 の 営 み が 一 体 と な った 海 辺 の 風 景 、 そ し て 港 を 臨 む 緩 傾 斜 地 や 尾 根 筋 に 展 開 す る 市 街 地の 風 景 、 こ れ ら は い ず れ も 、 三 浦 市 の 気 候 と 地 形 を 巧 み に 活 か し 、形 づ く ら れ る 独 特 の 風 景 で あ り 、 環 境 で あ る 。   三 浦 市 の ま ち づ く り を 担 う 者 は 、 こ の 風 景 と 環 境 を 守 り 、 育 て 、子 供 た ち に 伝 え て い く と 同 時 に 、 公 共 の 福 祉 の 優 先 を 念 頭 に 置 き なが ら 、 活 力 と 魅 力 を 兼 ね 備 え た ま ち づ く り を 進 め て い か な け れ ば な
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ら ず 、 そ の た め に 、 市 、 市 民 及 び 事 業 者 の 三 者 は 、 自 ら の 責 務 を 自覚 し た 上 で 自 主 性 を 発 揮 し 、 互 い に 理 解 し 、 協 働 し な が ら 、 三 浦 市の 基 本 構 想 や 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン に 示 さ れ た 三 浦 市 の 将 来 像 の実 現 を 目 指 し て い か な け れ ば な ら な い 。  こ れ ら の こ と を 基 本 理 念 と し 、 三 浦 市 の ま ち づ く り を 推 進 す る ため 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 。     第 １ 章  総 則   （ 目 的 ）  第 １ 条  こ の 条 例 は 、 三 浦 市 の ま ち づ く り に お け る 市 、 市 民 及 び 事業 者 の 責 務 を 明 ら か に す る と と も に 、 市 民 が ま ち づ く り に 積 極 的に 参 画 で き る 仕 組 み に 関 す る 事 項 、 開 発 事 業 の 手 続 に 関 す る 事 項等 を 定 め る こ と に よ り 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ）第 ２ 条 第 ４ 項 に 基 づ き 定 め る 三 浦 市 の 基 本 構 想 （ 以 下 「 市 の 基 本構 想 」 と い う 。 ） 及 び 都 市 計 画 法 （ 昭 和 ４ ３ 年 法 律 第 １ ０ ０ 号 ）第 １ ８ 条 の ２ 第 １ 項 に 基 づ き 定 め る 三 浦 市 の 都 市 計 画 に 関 す る 基本 的 な 方 針 （ 以 下 「 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 」 と い う 。 ） に 示 す三 浦 市 の 将 来 像 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。   （ 定 義 ）  第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。   ⑴  開 発 事 業  開 発 行 為 、 建 築 そ の 他 規 則 で 定 め る 行 為 を い う 。   ⑵  開 発 事 業 区 域  開 発 事 業 を 行 う 土 地 の 区 域 を い う 。   ⑶  特 定 開 発 事 業  開 発 事 業 の う ち 、 規 則 で 定 め る も の を い う 。   ⑷  大 規 模 開 発 事 業  特 定 開 発 事 業 の う ち 、 規 則 で 定 め る も の をい う 。   ⑸  市 民  市 内 に 住 所 を 有 す る 者 、 市 内 で 事 業 を 営 む 者 及 び 市 内の 土 地 又 は 建 築 物 を 所 有 す る 者 を い う 。   ⑹  事 業 者  開 発 事 業 に 係 る 工 事 の 請 負 契 約 の 注 文 者 又 は 請 負 契約 に よ ら な い で 自 ら そ の 工 事 を す る 者 を い う 。   ⑺  工 事 施 行 者  事 業 者 か ら 開 発 事 業 に 係 る 工 事 を 請 け 負 っ た 者
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又 は そ の 請 負 工 事 の 下 請 負 者 を い う 。   ⑻  近 隣 住 民 等  規 則 で 定 め る 開 発 事 業 区 域 の 近 隣 に お い て 住 所を 有 す る 者 、 事 業 を 営 む 者 及 び 土 地 又 は 建 築 物 を 所 有 す る 者 並び に 当 該 開 発 事 業 に 利 害 を 有 す る 者 で 市 長 が 特 に 認 め る も の をい う 。   ⑼  周 辺 住 民 等  規 則 で 定 め る 開 発 事 業 区 域 の 周 辺 （ 以 下 「 周 辺区 域 」 と い う 。 ） に お い て 住 所 を 有 す る 者 、 事 業 を 営 む 者 及 び土 地 又 は 建 築 物 を 所 有 す る 者 並 び に 当 該 開 発 事 業 に 利 害 を 有 する 者 で 市 長 が 特 に 認 め る も の を い う 。  ２  前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 こ の 条 例 に お い て 使 用 す る 用 語 は 、  都 市 計 画 法 及 び 建 築 基 準 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ０ １ 号 ） に お いて 使 用 す る 用 語 の 例 に よ る 。   （ 市 の 責 務 ）  第 ３ 条  市 は 、 三 浦 市 の ま ち づ く り の 基 本 理 念 に 基 づ き 、 基 本 的 かつ 総 合 的 な 施 策 を 策 定 し 、 計 画 的 に 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  ２  市 は 、 市 民 が ま ち づ く り に 参 画 す る 機 会 の 拡 充 を 図 る と と も に 、  必 要 な 情 報 の 提 供 を 行 う こ と 等 に よ り 、 市 民 に よ る ま ち づ く り の活 動 の 支 援 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  ３  市 は 、 事 業 者 に 対 し て 、 ま ち づ く り の 推 進 の た め に 必 要 な 助 言又 は 指 導 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  ４  市 は 、 開 発 事 業 に 係 る 紛 争 を 未 然 に 防 ぐ よ う 努 め る と と も に 、開 発 事 業 に 係 る 紛 争 が 生 じ た と き は 、 迅 速 か つ 適 切 な 調 整 を 行 わな け れ ば な ら な い 。   （ 市 民 の 責 務 ）  第 ４ 条  市 民 は 、 三 浦 市 の ま ち づ く り の 基 本 理 念 に 基 づ き 、 ま ち づく り の 推 進 に 主 体 的 に 取 り 組 む と と も に 、 市 が 実 施 す る ま ち づ くり の 施 策 に 積 極 的 に 協 力 し な け れ ば な ら な い 。  ２  市 民 は 、 開 発 事 業 に 対 し 、 自 主 性 及 び 協 調 性 を も っ て 関 与 し 、紛 争 が 生 じ た と き は 、 自 ら そ の 解 決 に 努 め な け れ ば な ら な い 。   （ 事 業 者 の 責 務 ）  
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第 ５ 条  事 業 者 は 、 三 浦 市 の ま ち づ く り の 基 本 理 念 に 基 づ き 、 周 辺環 境 等 に 配 慮 し た ま ち づ く り を 推 進 す る と と も に 、 市 が 実 施 す るま ち づ く り の 施 策 に 積 極 的 に 協 力 し な け れ ば な ら な い 。  ２  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 係 る 紛 争 を 未 然 に 防 ぐ よ う 努 め る と と もに 、 紛 争 が 生 じ た と き は 、 自 ら そ の 解 決 に 努 め な け れ ば な ら な い 。     第 ２ 章  市 民 協 働 に よ る 計 画 的 な ま ち づ く り      第 １ 節  市 民 が 主 体 的 に 取 り 組 む ま ち づ く り   （ 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 ）  第 ６ 条  道 路 、 鉄 道 、 河 川 等 の 地 形 地 物 に よ り 区 分 さ れ 、 か つ 、 ３ ，  ０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 面 積 を 有 す る 市 の 一 定 の 区 域 （ 以 下 「  地 区 ま ち づ く り 区 域 」 と い う 。 ） に お い て 住 所 を 有 す る 者 、 事 業を 営 む 者 及 び 土 地 又 は 建 築 物 を 所 有 す る 者 （ 以 下 「 区 域 住 民 等 」と い う 。 ） に よ り 構 成 さ れ る 団 体 で 、 当 該 区 域 に お け る ま ち づ くり の 促 進 を 目 的 と す る も の は 、 市 長 に 届 け 出 る こ と に よ り 、 地 区ま ち づ く り 協 議 会 と し て 登 録 を 受 け る こ と が で き る 。  ２  地 区 ま ち づ く り 協 議 会 と し て 登 録 を 受 け る こ と の で き る 団 体 は 、次 の い ず れ に も 該 当 す る も の と す る 。   ⑴  ５ 人 以 上 の 区 域 住 民 等 に よ り 構 成 さ れ て い る こ と 。   ⑵  規 約 等 を 有 し 、 代 表 者 が 存 在 す る こ と 。   ⑶  区 域 住 民 等 の 参 加 の 機 会 が 保 証 さ れ て い る こ と 。  ３  市 長 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 内 容 を 審 査し 、 適 当 と 認 め る と き は こ れ を 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 と し て 登 録す る も の と す る 。  ４  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 登 録 を 行 っ た と き は 、 そ の 旨 を 公 告す る も の と す る 。  ５  前 項 の 規 定 に よ り 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 と し て 登 録 を 受 け た 団体 は 、 登 録 を 受 け た 内 容 に 変 更 が 生 じ た と き は 、 速 や か に 市 長 に届 け 出 な け れ ば な ら な い 。   （ 地 区 ま ち づ く り 計 画 ）  第 ７ 条  地 区 ま ち づ く り 協 議 会 は 、 地 区 ま ち づ く り 区 域 に お け る ま
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ち づ く り の 計 画 を 策 定 し 、 市 長 に 届 け 出 る こ と に よ り 、 地 区 ま ちづ く り 計 画 と し て 認 定 を 受 け る こ と が で き る 。  ２  地 区 ま ち づ く り 計 画 と し て 認 定 を 受 け る こ と が で き る ま ち づ くり の 計 画 は 、 地 区 ま ち づ く り 区 域 内 に 住 所 を 有 す る ２ ０ 歳 以 上 の者 及 び 地 区 ま ち づ く り 区 域 内 に 土 地 を 所 有 す る 者 の ３ 分 の ２ 以 上の 賛 同 を 得 た も の で な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該賛 同 を し た 者 が 地 区 ま ち づ く り 区 域 内 に 所 有 す る 土 地 の 面 積 の 合計 は 、 当 該 区 域 内 の 土 地 の 面 積 の ３ 分 の ２ 以 上 で な け れ ば な ら ない 。  ３  市 長 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 内 容 を 審 査し 、 適 当 と 認 め る と き は こ れ を 地 区 ま ち づ く り 計 画 と し て 認 定 する も の と す る 。  ４  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 認 定 を 行 っ た と き は 、 そ の 旨 を 公 告す る も の と す る 。  ５  前 各 項 の 規 定 は 、 地 区 ま ち づ く り 計 画 を 変 更 す る 場 合 に つ い て準 用 す る 。  （ テ ー マ 型 ま ち づ く り 協 議 会 ）  第 ８ 条  市 民 に よ り 構 成 さ れ る 団 体 で 、 一 定 の テ ー マ に 基 づ く ま ちづ く り の 促 進 を 目 的 と す る も の は 、 市 長 に 届 け 出 る こ と に よ り 、テ ー マ 型 ま ち づ く り 協 議 会 と し て 登 録 を 受 け る こ と が で き る 。  ２  前 項 の 登 録 を 受 け る こ と の で き る 団 体 は 、 次 の い ず れ に も 該 当す る も の と す る 。   ⑴  ５ 人 以 上 の 市 民 に よ り 構 成 さ れ て い る こ と 。   ⑵  規 約 等 を 有 し 、 代 表 者 が 存 在 す る こ と 。   ⑶  市 民 の 参 加 の 機 会 が 保 証 さ れ て い る こ と 。  ３  市 長 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 内 容 を 審 査し 、 適 当 と 認 め る と き は こ れ を テ ー マ 型 ま ち づ く り 協 議 会 と し て登 録 す る も の と す る 。  ４  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 登 録 を 行 っ た と き は 、 そ の 旨 を 公 告す る も の と す る 。  
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５  前 項 の 規 定 に よ り テ ー マ 型 ま ち づ く り 協 議 会 と し て 登 録 を 受 けた 団 体 は 、 登 録 を 受 け た 内 容 に 変 更 が 生 じ た と き は 、 速 や か に 市長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。   （ テ ー マ 型 ま ち づ く り 計 画 ）  第 ９ 条  テ ー マ 型 ま ち づ く り 協 議 会 は 、 一 定 の テ ー マ に 基 づ い た まち づ く り の 計 画 を 策 定 し 、 市 長 に 届 け 出 る こ と に よ り 、 テ ー マ 型ま ち づ く り 計 画 と し て 認 定 を 受 け る こ と が で き る 。  ２  テ ー マ 型 ま ち づ く り 計 画 と し て 認 定 を 受 け る こ と が で き る ま ちづ く り の 計 画 は 、 市 内 に 住 所 を 有 す る ２ ０ 歳 以 上 の 者 の ５ ０ 分 の１ 以 上 の 賛 同 を 得 た も の で な け れ ば な ら な い 。  ３  市 長 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 内 容 を 審 査し 、 適 当 と 認 め る と き は こ れ を テ ー マ 型 ま ち づ く り 計 画 と し て 認定 す る も の と す る 。  ４  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 認 定 を 行 っ た と き は 、 そ の 旨 を 公 告す る も の と す る 。  ５  前 各 項 の 規 定 は 、 テ ー マ 型 ま ち づ く り 計 画 を 変 更 す る 場 合 に つい て 準 用 す る 。   （ 市 民 に よ る ま ち づ く り の 計 画 の 反 映 ）  第 １ ０ 条  市 長 は 、 市 が 実 施 す る ま ち づ く り の 施 策 に つ い て 、 地 区ま ち づ く り 計 画 及 び テ ー マ 型 ま ち づ く り 計 画 を 反 映 さ せ る よ う 努め る も の と す る 。  ２  市 長 及 び 市 民 は 、 地 区 ま ち づ く り 計 画 の 運 用 状 況 を 勘 案 し 、 必要 に 応 じ 、 良 好 な ま ち づ く り の 推 進 の た め に 、 都 市 計 画 法 第 １ ２条 の ４ 第 １ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 地 区 計 画 、 建 築 基 準 法 第 ６ ９ 条 に規 定 す る 建 築 協 定 等 の 制 度 の 活 用 に 努 め る も の と す る 。   （ 市 の 支 援 ）  第 １ １ 条  市 は 、 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 及 び テ ー マ 型 ま ち づ く り 協議 会 の 設 立 、 ま ち づ く り の 計 画 の 策 定 そ の 他 の 活 動 を 促 進 す る ため 、 必 要 な 支 援 を 行 う も の と す る 。      第 ２ 節  市 民 と と も に 進 め る ま ち づ く り  
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 （ 単 体 型 施 設 整 備 計 画 ）  第 １ ２ 条  市 長 は 、 公 用 又 は 公 共 用 の 施 設 の 整 備 そ の 他 の 土 地 利 用に 関 す る 計 画 で 特 に 重 要 と 認 め る も の （ 一 体 整 備 型 ま ち づ く り 計画 を 除 く 。 ） を 策 定 す る と き は 、 当 該 計 画 を 単 体 型 施 設 整 備 計 画と し て 指 定 す る も の と す る 。  ２  市 長 は 、 前 項 の 指 定 を 行 っ た と き は 、 そ の 旨 を 公 告 す る も の とす る 。  ３  市 長 は 、 単 体 型 施 設 整 備 計 画 の 策 定 及 び 実 施 に 関 し て は 、 市 民の 意 見 を 反 映 さ せ る た め 、 規 則 で 定 め る 必 要 な 措 置 を 講 ず る も のと す る 。   （ 一 体 整 備 型 ま ち づ く り 計 画 ）  第 １ ３ 条  市 長 は 、 居 住 環 境 の 向 上 、 防 災 、 観 光 振 興 等 の 特 定 の 目的 に 基 づ き 、 公 用 又 は 公 共 用 の 施 設 の 整 備 そ の 他 の 土 地 利 用 に 関す る 一 体 的 か つ 総 合 的 な 計 画 を 策 定 す る と き は 、 当 該 計 画 を 一 体整 備 型 ま ち づ く り 計 画 と し て 指 定 す る こ と が で き る 。  ２  市 長 は 、 前 項 の 指 定 を 行 っ た と き は 、 そ の 旨 を 公 告 す る も の とす る 。  ３  市 長 は 、 一 体 整 備 型 ま ち づ く り 計 画 の 策 定 及 び 実 施 に 関 し て は 、市 民 の 意 見 を 反 映 さ せ る た め 、 規 則 で 定 め る 必 要 な 措 置 を 講 ず るも の と す る 。     第 ３ 章  開 発 事 業 の 手 続 等      第 １ 節  総 則   （ 開 発 事 業 の 原 則 ）  第 １ ４ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 を 行 う と き は 、 市 の 基 本 構 想 、 都 市計 画 マ ス タ ー プ ラ ン そ の 他 の 市 の 定 め る ま ち づ く り に 関 す る 基 本的 な 施 策 に 沿 う も の と し な け れ ば な ら な い 。  ２  事 業 者 は 、 開 発 事 業 を 行 う と き は 、 市 長 の 認 定 を 受 け た 地 区 まち づ く り 計 画 及 び テ ー マ 型 ま ち づ く り 計 画 の 内 容 を 尊 重 し 、 当 該計 画 に 沿 う も の と な る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。   （ 事 業 者 に 対 す る 情 報 の 周 知 等 ）  
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第 １ ５ 条  市 長 は 、 前 条 の ま ち づ く り に 関 す る 基 本 的 な 施 策 等 に つい て 、 事 業 者 に 対 す る 周 知 及 び 情 報 の 提 供 に 努 め る も の と す る 。      第 ２ 節  開 発 事 業 の 手 続   （ 事 前 相 談 ）  第 １ ６ 条  事 業 者 は 、 特 定 開 発 事 業 を 行 お う と す る と き は 、 市 長 に事 前 に 相 談 を 行 い 、 開 発 事 業 の 基 本 的 事 項 に つ い て の 審 査 を 受 けな け れ ば な ら な い 。  ２  前 項 の 相 談 に 当 た り 、 事 業 者 は 、 規 則 で 定 め る 開 発 事 業 の 概 要を 記 載 し た 書 類 （ 以 下 「 事 前 相 談 書 」 と い う 。 ） そ の 他 前 項 の 審査 に 必 要 と な る 資 料 を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。   （ 事 前 相 談 書 の 内 容 の 周 知 等 ）  第 １ ７ 条  市 長 は 、 事 前 相 談 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 そ の 旨 を 公告 し 、 そ の 写 し を 当 該 公 告 の 日 か ら ３ ０ 日 間 公 衆 の 縦 覧 に 供 す るも の と す る 。  ２  事 業 者 は 、 事 前 相 談 書 を 提 出 し た と き は 、 当 該 提 出 の 日 か ら ７日 以 内 に 、 近 隣 住 民 等 （ 特 定 開 発 事 業 が 大 規 模 開 発 事 業 に 該 当 する と き は 、 周 辺 住 民 等 と す る 。 以 下 同 じ 。 ） が 見 や す い 場 所 に 、当 該 開 発 事 業 の 概 要 を 明 示 し た 表 示 板 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。こ の 場 合 に お い て 、 当 該 表 示 板 の 設 置 は 、 第 ２ ０ 条 第 ２ 項 の 規 定に よ る 表 示 板 の 設 置 が あ る ま で の 間 行 わ な け れ ば な ら な い 。  ３  事 業 者 は 、 前 項 の 開 発 事 業 の 概 要 を 明 示 し た 表 示 板 を 設 置 し たと き は 、 速 や か に 市 長 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。   （ 事 前 相 談 に 係 る 住 民 説 明 会 の 開 催 等 ）  第 １ ８ 条  事 業 者 は 、 前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 事 前 相 談 書 の 写 し の縦 覧 の 開 始 の 日 又 は 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 開 発 事 業 の 概 要 を 明示 し た 表 示 板 の 設 置 の 日 の い ず れ か 遅 い 日 か ら １ ０ 日 を 経 過 し た日 以 後 に 、 近 隣 住 民 等 を 対 象 と し た 説 明 会 を 開 催 し て 開 発 事 業 の内 容 を 説 明 し 、 そ の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。  ２  近 隣 住 民 等 は 、 第 １ 項 の 説 明 会 の 開 催 の 日 か ら １ ４ 日 以 内 に 、事 業 者 に 対 し 、 説 明 会 の 再 度 の 開 催 を 求 め る こ と が で き る 。  
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３  事 業 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 説 明 会 の 再 度 の 開 催 を 求 め ら れ たと き は 、 こ れ に 応 じ な け れ ば な ら な い 。  ４  事 業 者 は 、 第 １ 項 及 び 前 項 の 説 明 会 の 状 況 に つ い て 記 載 し た 書類 （ 次 項 に お い て 「 説 明 会 報 告 書 」 と い う 。 ） を 、 説 明 会 を 開 催し た 日 か ら ７ 日 以 内 に 、 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  ５  市 長 は 、 説 明 会 報 告 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 そ の 旨 を 公 告 し 、  そ の 写 し を 当 該 公 告 の 日 か ら ３ ０ 日 間 公 衆 の 縦 覧 に 供 す る も の とす る 。  ６  事 業 者 は 、 第 １ 項 及 び 第 ３ 項 の 説 明 会 に 欠 席 し た 近 隣 住 民 等 に対 し 、 開 発 事 業 の 内 容 を 説 明 し て そ の 意 見 を 聴 く 機 会 を 設 け る とと も に 、 そ の 結 果 を 記 載 し た 書 類 を 、 速 や か に 市 長 に 提 出 し な けれ ば な ら な い 。   （ 事 前 協 議 ）  第 １ ９ 条  事 業 者 は 、 第 １ ６ 条 及 び 前 条 の 規 定 に よ る 手 続 を 経 た 後に 市 長 と 協 議 を 行 い 、 開 発 事 業 の 内 容 の 詳 細 に つ い て の 審 査 を 受け な け れ ば な ら な い 。  ２  前 項 の 協 議 に 当 た り 、 事 業 者 は 、 規 則 で 定 め る 開 発 事 業 の 計 画を 記 載 し た 書 類 （ 以 下 「 事 前 協 議 書 」 と い う 。 ） そ の 他 協 議 に 必要 と な る 資 料 を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  ３  第 １ 項 の 協 議 に 当 た り 、 事 業 者 は 、 第 １ ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よる 手 続 の 結 果 及 び 前 条 の 規 定 に よ る 手 続 に お い て 把 握 し た 近 隣 住民 等 の 意 見 を 尊 重 し 、 あ ら か じ め 開 発 事 業 の 内 容 に つ い て 検 討 し 、必 要 な 修 正 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  ４  第 １ 項 の 協 議 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 手 続 の あ っ た 場 合 は 、 当 該各 号 に 定 め る 日 ま で 終 了 す る こ と が で き な い 。  ⑴  近 隣 住 民 等 か ら 第 ２ １ 条 第 １ 項 に 定 め る 書 類 の 提 出 が あ っ たと き  同 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 書 類 が 近 隣 住 民 等 に 到 達 し た 日  ⑵  第 ２ ２ 条 に 定 め る 公 聴 会 を 開 催 し た と き  同 条 第 ６ 項 の 公 告の 日   （ 事 前 協 議 書 の 内 容 の 周 知 等 ）  
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第 ２ ０ 条  市 長 は 、 事 前 協 議 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 そ の 旨 を 公告 し 、 そ の 写 し を 当 該 公 告 の 日 か ら ３ ０ 日 間 公 衆 の 縦 覧 に 供 す るも の と す る 。  ２  事 業 者 は 、 事 前 協 議 書 を 提 出 し た と き は 、 当 該 提 出 の 日 か ら ７日 以 内 に 、 近 隣 住 民 等 が 見 や す い 場 所 に 、 当 該 開 発 事 業 の 内 容 を明 示 し た 表 示 板 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、当 該 表 示 板 の 設 置 は 、 第 ３ ４ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 書 類 の 交 付 を受 け る 日 ま で の 間 行 わ な け れ ば な ら な い 。  ３  事 業 者 は 、 前 項 の 表 示 板 を 設 置 し た と き は 、 速 や か に 市 長 に 報告 し な け れ ば な ら な い 。   （ 開 発 事 業 に 関 す る 意 見 の 表 明 等 ）  第 ２ １ 条  近 隣 住 民 等 は 、 前 条 第 １ 項 の 公 告 の 日 又 は 同 条 第 ２ 項 の  規 定 に よ る 表 示 板 の 設 置 の 日 の い ず れ か 遅 い 日 か ら １ ４ 日 以 内 に 、  開 発 事 業 に 関 す る 意 見 を 記 載 し た 書 類 （ 以 下 「 意 見 書 」 と い う 。 ）  を 市 長 に 提 出 す る こ と が で き る 。  ２  市 長 は 、 意 見 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 事 業 者 に 対 し 、 速 や かに こ れ を 送 付 し な け れ ば な ら な い 。  ３  事 業 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 意 見 書 の 送 付 を 受 け た 日 か ら ７ 日以 内 に 、 意 見 書 に 対 す る 見 解 を 記 載 し た 書 類 （ 以 下 「 見 解 書 」 とい う 。 ） を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  ４  市 長 は 、 見 解 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 意 見 書 を 提 出 し た 者 に対 し 、 速 や か に こ れ を 送 付 し な け れ ば な ら な い 。   （ 公 聴 会 の 開 催 等 ）  第 ２ ２ 条  周 辺 住 民 等 は 、 大 規 模 開 発 事 業 に つ い て 、 前 条 第 ４ 項 の規 定 に よ る 見 解 書 の 送 付 が あ っ た 日 か ら １ ４ 日 以 内 に 、 市 長 に 対し 、 当 該 周 辺 住 民 等 の う ち 周 辺 区 域 に 住 所 を 有 す る ２ ０ 歳 以 上 の者 の ２ 分 の １ 以 上 の 同 意 を 得 た 上 で 、 公 聴 会 の 開 催 を 請 求 す る こと が で き る 。  ２  事 業 者 は 、 大 規 模 開 発 事 業 に つ い て 、 前 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る見 解 書 の 提 出 を 行 っ た 日 か ら ７ 日 以 内 に 、 市 長 に 対 し 、 公 聴 会 の
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開 催 を 請 求 す る こ と が で き る 。  ３  市 長 は 、 第 １ 項 又 は 前 項 の 規 定 に よ り 請 求 が あ っ た と き は 、 公聴 会 を 開 催 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 市 長 は 、 その 旨 を 公 告 す る も の と す る 。  ４  市 長 は 、 周 辺 住 民 等 又 は 事 業 者 に 対 し 、 公 聴 会 に 出 席 し 、 及 び意 見 を 述 べ る こ と を 求 め る こ と が で き る 。  ５  市 長 は 、 公 聴 会 を 開 催 し た と き は 、 公 聴 会 の 結 果 及 び 当 該 大 規模 開 発 事 業 に つ い て の 見 解 を 記 載 し た 報 告 書 を 速 や か に 作 成 し なけ れ ば な ら な い 。  ６  市 長 は 、 前 項 の 報 告 書 を 作 成 し た と き は 、 そ の 旨 を 公 告 し 、 その 写 し を 当 該 公 告 の 日 か ら ３ ０ 日 間 公 衆 の 縦 覧 に 供 す る も の と する 。  （ 開 発 事 業 計 画 の 確 認 ）  第 ２ ３ 条  事 業 者 は 、 第 １ ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 手 続 を 経 た 後 に 、  市 長 に 対 し 、 規 則 で 定 め る 開 発 事 業 の 最 終 的 な 計 画 を 記 載 し た 書類 （ 以 下 「 開 発 事 業 計 画 書 」 と い う 。 ） を 提 出 し な け れ ば な ら ない 。  ２  市 長 は 、 開 発 事 業 計 画 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 そ の 内 容 を 確認 す る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 市 長 は 、 第 １ ９ 条 第 １ 項の 規 定 に よ る 手 続 の 結 果 並 び に 第 ２ １ 条 及 び 前 条 の 規 定 に よ る 手続 に お い て 把 握 し た 近 隣 住 民 等 の 意 見 を 勘 案 し 、 必 要 な 修 正 を 指示 す る こ と が で き る 。  （ 開 発 事 業 計 画 書 の 周 知 等 ）  第 ２ ４ 条  市 長 は 、 開 発 事 業 計 画 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 そ の 旨を 公 告 し 、 そ の 写 し を 当 該 公 告 の 日 か ら ３ ０ 日 間 公 衆 の 縦 覧 に 供す る も の と す る 。   （ 協 定 の 締 結 ）  第 ２ ５ 条  市 長 は 、 第 ２ ３ 条 の 規 定 に よ る 手 続 を 経 て 、 当 該 開 発 事業 の 実 施 に 関 し 、 速 や か に 事 業 者 と 協 定 を 締 結 す る も の と す る 。   （ 開 発 事 業 計 画 の 確 認 通 知 ）  
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第 ２ ６ 条  市 長 は 、 第 ２ ３ 条 の 規 定 に よ る 手 続 を 経 て 、 事 業 者 に 対し 、 規 則 で 定 め る 開 発 事 業 計 画 の 確 認 を 通 知 す る 書 類 （ 以 下 「 開発 事 業 計 画 確 認 通 知 書 」 と い う 。 ） を 交 付 す る も の と す る 。   （ 他 法 令 に 基 づ く 手 続 と の 関 係 ）  第 ２ ７ 条  事 業 者 は 、 特 定 開 発 事 業 が 法 令 等 の 規 定 に よ る 許 可 、 認可 等 を 要 す る と き は 、 当 該 許 可 、 認 可 等 に 係 る 申 請 等 の 手 続 を 行う 前 に 、 前 条 の 規 定 に よ る 開 発 事 業 計 画 確 認 通 知 書 の 交 付 を 受 ける よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  （ 事 業 着 手 の 制 限 ）  第 ２ ８ 条  事 業 者 は 、 第 ２ ６ 条 の 規 定 に よ る 開 発 事 業 計 画 確 認 通 知書 の 交 付 を 受 け た 日 以 後 で な け れ ば 、 特 定 開 発 事 業 に 着 手 し て はな ら な い 。  ２  事 業 者 は 、 第 ３ ２ 条 第 ２ 項 本 文 に 規 定 す る 場 合 に は 、 同 項 本 文に よ る 手 続 が 完 了 す る ま で の 間 は 、 特 定 開 発 事 業 に 着 手 し て は なら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 既 に 着 手 し て い る と き は 、 直 ち に 停止 し な け れ ば な ら な い 。   （ 事 業 着 手 の 届 出 ）  第 ２ ９ 条  事 業 者 は 、 特 定 開 発 事 業 に 着 手 す る と き は 、 あ ら か じ めそ の 旨 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。   （ 工 事 の 施 行 方 法 等 ）  第 ３ ０ 条  事 業 者 は 、 特 定 開 発 事 業 に 着 手 す る 前 に 、 近 隣 住 民 等 との 間 に お い て 、 当 該 特 定 開 発 事 業 に 係 る 工 事 の 施 行 方 法 等 に つ いて 協 議 し 、 そ の 結 果 に 基 づ く 協 定 を 締 結 す る よ う 努 め な け れ ば なら な い 。  ２  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 係 る 工 事 の 施 行 に 伴 い 、 土 砂 の 流 出 、 騒音 、 振 動 、 粉 塵 等 に よ り 、 市 、 市 民 そ の 他 当 該 開 発 事 業 に 利 害 を有 す る 者 に 被 害 が 生 ず る こ と の な い よ う 必 要 な 措 置 を 講 ず る と とも に 、 被 害 が 生 じ た と き は 、 速 や か に 当 該 被 害 の 回 復 の た め 必 要な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。   （ 工 事 の 施 行 状 況 の 報 告 ）  
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第 ３ １ 条  事 業 者 は 、 特 定 開 発 事 業 に 係 る 工 事 の 施 行 状 況 に つ い て 、規 則 に 定 め る と こ ろ に よ り 市 長 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。   （ 開 発 事 業 の 変 更 ）  第 ３ ２ 条  事 業 者 は 、 第 １ ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 事 前 相 談 書 の 提出 後 、 第 ２ ６ 条 の 規 定 に よ る 開 発 事 業 計 画 確 認 通 知 書 の 交 付 を 受け る ま で の 間 に 、 特 定 開 発 事 業 の 内 容 を 変 更 し よ う と す る と き は 、市 長 に 対 し 、 事 前 相 談 書 を 再 提 出 し 、 当 該 変 更 後 の 内 容 に よ り 、第 １ ６ 条 か ら 第 ２ ５ 条 ま で の 規 定 の 例 に よ り 、 必 要 な 手 続 を 行 わな け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 変 更 の 内 容 が 、 第 １ ６ 条 第 １ 項若 し く は 第 １ ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 手 続 の 結 果 若 し く は 近 隣 住民 等 の 意 見 を 考 慮 し て 行 う 事 項 又 は 規 則 で 定 め る 軽 微 な 事 項 の みで あ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  ２  事 業 者 は 、 第 ２ ６ 条 の 規 定 に よ る 開 発 事 業 計 画 確 認 通 知 書 の 交付 を 受 け た 後 に 、 特 定 開 発 事 業 の 内 容 を 変 更 し よ う と す る と き は 、あ ら か じ め 市 長 に そ の 旨 を 申 し 出 て 、 当 該 変 更 後 の 内 容 に よ り 、第 １ ６ 条 か ら 第 ２ ７ 条 ま で の 規 定 の 例 に よ り 必 要 な 手 続 を 行 い 、市 長 の 確 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 変 更 の 内 容 が 、規 則 で 定 め る 軽 微 な 事 項 の み で あ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  ３  第 １ 項 た だ し 書 及 び 前 項 た だ し 書 に 規 定 す る 特 定 開 発 事 業 の 内容 の 変 更 を 行 お う と す る 者 は 、 あ ら か じ め 市 長 に 届 け 出 な け れ ばな ら な い 。   （ 工 事 完 了 の 届 出 ）  第 ３ ３ 条  事 業 者 は 、 特 定 開 発 事 業 の 工 事 が 完 了 し た と き は 、 速 やか に 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。   （ 工 事 完 了 の 検 査 等 ）  第 ３ ４ 条  市 長 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 当 該 特定 開 発 事 業 が 開 発 事 業 計 画 書 の 内 容 に 適 合 し て そ の 工 事 を 完 了 して い る か に つ い て 、 速 や か に 検 査 す る も の と す る 。 第 ４ 項 の 市 長の 指 導 に よ り 事 業 者 が 是 正 を 行 っ た と き も 、 同 様 と す る 。  ２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 市 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、



14 

 

開 発 事 業 の 中 途 に お い て も 、 前 項 の 検 査 と 同 様 の 検 査 を 行 う こ とが で き る 。  ３  市 長 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 検 査 の 結 果 、 当 該 特 定 開 発 事 業 が開 発 事 業 計 画 書 の 内 容 に 適 合 し て そ の 工 事 を 完 了 し て い る と 認 める と き は 、 規 則 で 定 め る そ の 旨 を 通 知 す る 書 類 （ 以 下 「 工 事 完 了検 査 済 通 知 書 」 と い う 。 ） を 事 業 者 に 交 付 す る も の と す る 。  ４  市 長 は 、 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 検 査 の 結 果 、 当 該 特 定開 発 事 業 が 開 発 事 業 計 画 書 の 内 容 に 適 合 し て そ の 工 事 を 行 っ て いな い と 認 め る と き は 、 そ の 是 正 を 指 導 す る も の と す る 。   （ そ の 他 の 手 続 等 の 完 了 ）  第 ３ ５ 条  事 業 者 は 、 工 事 完 了 検 査 済 通 知 書 の 交 付 を 受 け た 後 に おい て も 、 開 発 事 業 計 画 書 の 内 容 及 び 第 ２ ５ 条 の 規 定 に よ る 市 長 との 協 定 の 内 容 に 基 づ き 、 必 要 と な る 手 続 等 の あ る 場 合 は 、 当 該 手続 等 を 完 了 し な け れ ば な ら な い 。   （ 建 築 物 等 の 使 用 収 益 の 制 限 ）  第 ３ ６ 条  事 業 者 は 、 第 ３ ４ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 工 事 完 了 検 査 済通 知 書 の 交 付 を 受 け た 日 以 後 で な け れ ば 、 当 該 特 定 開 発 事 業 に より 建 築 さ れ る 建 築 物 又 は 設 置 さ れ る 施 設 を 使 用 し 、 又 は 収 益 を 開始 し て は な ら な い 。 た だ し 、 市 長 が 特 に 必 要 と 認 め る と き は 、 この 限 り で な い 。   （ 開 発 事 業 の 廃 止 等 ）  第 ３ ７ 条  事 業 者 は 、 第 １ ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 事 前 相 談 書 の 提出 後 に お い て 、 当 該 特 定 開 発 事 業 を 廃 止 し た と き は 、 速 や か に 市長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  ２  事 業 者 は 、 第 １ ７ 条 第 ２ 項 又 は 第 ２ ０ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 表示 板 の 設 置 後 に 、 当 該 特 定 開 発 事 業 を 廃 止 し た と き は 、 近 隣 住 民等 に 対 し そ の 旨 を 周 知 し な け れ ば な ら な い 。  ３  市 長 は 、 開 発 事 業 が 廃 止 さ れ た 場 合 に お い て 、 土 砂 の 流 出 そ の他 の 災 害 の 発 生 を 防 止 す る た め に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 事業 者 に 対 し 、 必 要 な 措 置 を 命 ず る こ と が で き る 。  
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    第 ３ 節  建 築 計 画 の 届 出  第 ３ ８ 条  建 築 基 準 法 の 規 定 に 基 づ き 建 築 確 認 申 請 等 を し よ う と する 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 あ ら か じ め 市 長 に そ の 旨 を届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  ２  市 長 は 、 前 項 の 届 出 が あ っ た 場 合 に お い て 、 良 好 な ま ち づ く りを 推 進 す る た め に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 必 要 な 助 言 又 は 指導 を 行 う こ と が で き る 。     第 ４ 章  開 発 事 業 の 基 準 等      第 １ 節  特 定 開 発 事 業 に 係 る 基 準 等  第 ３ ９ 条  事 業 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 、 規 則 に 定 め る 基 準に 従 っ て 特 定 開 発 事 業 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  ⑴  道 路 、 公 園 、 緑 地 、 排 水 施 設 そ の 他 の 公 共 施 設 等 の 整 備 に 関す る 事 項   ⑵  防 災 、 防 犯 及 び 交 通 安 全 に 関 す る 事 項   ⑶  文 化 財 の 保 護 に 関 す る 事 項  ⑷  公 害 の 防 止 そ の 他 周 辺 環 境 へ の 配 慮 に 関 す る 事 項   ⑸  住 宅 敷 地 に 関 す る 事 項   ⑹  そ の 他 安 全 で 快 適 な 生 活 環 境 に 関 す る 事 項  ２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 第 ７ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 市 長 の 認定 を 受 け た 地 区 ま ち づ く り 計 画 に よ り 、 前 項 に 掲 げ ら れ た 事 項 につ い て 、 同 項 の 規 則 で 定 め る 基 準 と 異 な る 基 準 が 定 め ら れ て い る場 合 に お け る 同 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 異 な る 基 準 の 部分 に つ い て 、 地 区 ま ち づ く り 計 画 の 基 準 を 同 項 の 規 則 で 定 め る 基準 と み な す 。      第 ２ 節  都 市 計 画 法 に 基 づ く 基 準  第 ４ ０ 条  都 市 計 画 法 第 ３ ３ 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 定 め る 建 築 物 の敷 地 面 積 の 最 低 限 度 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 模 を 有 す る 開 発 行 為に お い て 、 当 該 各 号 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 区 域 に つ い て 、 そ れ ぞ れ同 表 の 右 欄 に 掲 げ る 面 積 と す る 。  
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⑴  開 発 区 域 の 面 積 が ５ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 ３ ， ０ ０ ０ 平 方 メー ト ル 未 満 の も の  区   域  敷 地 面 積 の 最 低 限 度  第 一 種 低 層 住 居 専 用 地 域  １ ４ ０ 平 方 メ ー ト ル  第 一 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域 、 第 一種 住 居 地 域 、 第 二 種 住 居 地 域 、 準工 業 地 域 、 工 業 地 域  １ ２ ５ 平 方 メ ー ト ル  近 隣 商 業 地 域 、 商 業 地 域  １ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル  市 街 化 調 整 区 域  １ ５ ０ 平 方 メ ー ト ル  ⑵  開 発 区 域 の 面 積 が ３ ， ０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の  区   域  敷 地 面 積 の 最 低 限 度  第 一 種 低 層 住 居 専 用 地 域 、 第 一 種中 高 層 住 居 専 用 地 域 、 第 一 種 住 居地 域 、 第 二 種 住 居 地 域 、 準 工 業 地域 、 工 業 地 域  １ ４ ０ 平 方 メ ー ト ル  近 隣 商 業 地 域 、 商 業 地 域  １ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル  市 街 化 調 整 区 域  １ ５ ０ 平 方 メ ー ト ル  ２  前 項 の 規 定 は 、 予 定 さ れ る 建 築 物 の 用 途 が 住 宅 で 、 か つ 、 自 己の 居 住 の 用 に 供 す る 部 分 の な い も の に 係 る 敷 地 面 積 に つ い て 適 用す る 。  ３  建 築 物 の 敷 地 が 第 １ 項 各 号 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 区 域 の ２ 以 上 にわ た る 場 合 に お け る 同 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 敷 地 は 、当 該 敷 地 に 占 め る 面 積 が 最 も 大 き い 区 域 に あ る も の と み な す 。 ただ し 、 当 該 敷 地 が 市 街 化 調 整 区 域 と そ れ 以 外 の 区 域 に わ た る と きは 、 市 街 化 調 整 区 域 に あ る も の と み な す 。      第 ３ 節  建 築 基 準 法 に 基 づ く 基 準  第 ４ １ 条  建 築 基 準 法 第 ５ ２ 条 第 ５ 項 の 規 定 に 基 づ き 定 め る 同 条 第３ 項 の 地 盤 面 は 、 建 築 物 が 周 囲 の 地 面 と 接 す る 位 置 の 高 低 差 が ３メ ー ト ル を 超 え る と き は 、 そ の 接 す る 位 置 の 最 も 低 い 位 置 か ら 高さ ３ メ ー ト ル の 位 置 ま で の 平 均 の 高 さ の 水 平 面 と し 、 建 築 物 が 周囲 の 地 面 と 接 す る 位 置 の 高 低 差 が ３ メ ー ト ル 以 下 で あ る と き は 、そ の 位 置 の 平 均 の 高 さ に お け る 水 平 面 と す る 。  ２  前 項 の 地 盤 面 の 位 置 を 定 め る 区 域 は 、 市 の 区 域 の う ち 、 第 一 種低 層 住 居 専 用 地 域 、 第 一 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域 、 第 一 種 住 居 地 域及 び 第 二 種 住 居 地 域 と す る 。  
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３  建 築 物 が 前 項 に 規 定 す る 区 域 と そ れ 以 外 の 区 域 に わ た る 場 合 にお け る 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 建 築 物 は 、 前 項 に 規定 す る 区 域 に あ る も の と み な す 。     第 ５ 章  開 発 事 業 に 係 る 紛 争 調 整   （ あ っ せ ん ）  第 ４ ２ 条  市 長 は 、 特 定 開 発 事 業 に つ い て 、 第 ２ ３ 条 第 １ 項 の 規 定に よ る 開 発 事 業 計 画 書 の 提 出 が あ っ た 日 以 後 に お い て 、 紛 争 の 当  事 者 で あ る 近 隣 住 民 等 及 び 事 業 者 （ 以 下 「 紛 争 当 事 者 」 と い う 。 ）  の 双 方 か ら 当 該 特 定 開 発 事 業 に 係 る 紛 争 の 調 整 の 申 出 が あ っ た とき は 、 あ っ せ ん を 行 う も の と す る 。 紛 争 当 事 者 の 一 方 か ら 紛 争 の調 整 の 申 出 が あ っ た 場 合 に お い て 、 相 当 な 理 由 が あ る と 認 め る とき も 、 同 様 と す る 。  ２  市 長 は 、 あ っ せ ん の た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 紛 争 当 事者 に 対 し て 資 料 の 提 出 若 し く は あ っ せ ん の 場 へ の 出 席 を 求 め 、 又は 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。  ３  市 長 は 、 あ っ せ ん を 行 う と き は 、 紛 争 当 事 者 の 双 方 の 主 張 の 要点 を 整 理 し 、 紛 争 が 解 決 さ れ る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  ４  あ っ せ ん の 場 は 、 公 開 し な い も の と す る 。 た だ し 、 紛 争 当 事 者双 方 の 同 意 が あ っ た と き は 、 こ の 限 り で な い 。  ５  市 長 は 、 あ っ せ ん に よ る 紛 争 解 決 の 見 込 み が な い と 認 め る と きは 、 あ っ せ ん を 打 ち 切 る こ と が で き る 。   （ 調 停 ）  第 ４ ３ 条  市 長 は 、 あ っ せ ん を 打 ち 切 っ た 場 合 に お い て 、 必 要 が ある と 認 め る と き は 、 紛 争 当 事 者 に 対 し 、 調 停 に 移 行 す る よ う 勧 告す る こ と が で き る 。  ２  市 長 は 、 紛 争 当 事 者 の 双 方 が 前 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 諾 し たと き は 、 調 停 を 行 う も の と す る 。 紛 争 当 事 者 の 一 方 が 同 項 の 規 定に よ る 勧 告 を 受 諾 し た 場 合 に お い て 、 相 当 な 理 由 が あ る と 認 め ると き も 、 同 様 と す る 。  ３  市 長 は 、 調 停 の た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 紛 争 当 事 者 に
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対 し て 資 料 の 提 出 若 し く は 調 停 の 場 へ の 出 席 を 求 め 、 又 は 意 見 を聴 く こ と が で き る 。  ４  市 長 は 、 調 停 に 当 た り 、 必 要 に 応 じ て 調 停 案 を 作 成 し 、 紛 争 当事 者 に 対 し 、 期 間 を 定 め て こ れ を 受 諾 す る よ う 勧 告 す る こ と が でき る 。  ５  市 長 は 、 調 停 に 当 た り 、 第 ４ ７ 条 に 規 定 す る 三 浦 市 開 発 事 業 紛争 調 整 委 員 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。  ６  調 停 の 場 は 、 公 開 し な い も の と す る 。 た だ し 、 紛 争 当 事 者 双 方の 同 意 が あ っ た と き は 、 こ の 限 り で な い 。  ７  市 長 は 、 紛 争 当 事 者 間 に 合 意 が 成 立 す る 見 込 み が な い と 認 め ると き 、 又 は 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 勧 告 が 行 わ れ た 場 合 に お い て 同 項に よ る 定 め ら れ た 期 間 内 に 紛 争 当 事 者 双 方 か ら 受 諾 す る 旨 の 申 出が な い と き は 、 調 停 を 打 ち 切 る こ と が で き る 。   （ 工 事 の 着 手 の 延 期 等 の 要 請 ）  第 ４ ４ 条  市 長 は 、 あ っ せ ん 又 は 調 停 の た め 必 要 が あ る と 認 め る とき は 、 三 浦 市 開 発 事 業 紛 争 調 整 委 員 会 の 意 見 を 聴 い た 上 で 、 事 業者 に 対 し 、 期 間 を 定 め て 工 事 の 着 手 の 延 期 又 は 工 事 の 停 止 を 要 請す る こ と が で き る 。  第 ６ 章  事 業 者 に よ る 優 良 な ま ち づ く り   （ 優 良 開 発 事 業 計 画 の 認 定 ）  第 ４ ５ 条  市 長 は 、 三 浦 市 の ま ち づ く り の 基 本 理 念 、 第 ５ 条 に 規 定す る 事 業 者 の 責 務 及 び 第 １ ４ 条 に 規 定 す る 開 発 事 業 の 原 則 を 尊 重し 、 本 市 の 良 好 な ま ち づ く り に 著 し く 貢 献 す る と 認 め る 開 発 事 業の 計 画 に つ い て 、 優 良 開 発 事 業 計 画 と し て 認 定 す る こ と が で き る 。  ２  事 業 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 認 定 を 受 け よ う と す る と き は 、 その 旨 を 市 長 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。  ３  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 申 請 が あ っ た と き は 、 内 容 を 審 査 し 、適 当 と 認 め る と き は こ れ を 認 定 す る も の と す る 。  ４  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 認 定 を 行 っ た と き は 、 そ の 旨 を 公 告す る も の と す る 。  
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（ 優 良 開 発 事 業 計 画 に 対 す る 措 置 ）  第 ４ ６ 条  市 長 は 、 優 良 開 発 事 業 計 画 の 促 進 を 図 る た め 、 規 則 に 定め る 措 置 を と る こ と が で き る 。  第 ７ 章  雑 則   （ 三 浦 市 開 発 事 業 紛 争 調 整 委 員 会 ）  第 ４ ７ 条  第 ５ 章 に 規 定 す る 開 発 事 業 に 係 る 紛 争 調 整 に つ い て 市 長の 諮 問 に 応 ず る た め 、 地 方 自 治 法 第 １ ３ ８ 条 の ４ 第 ３ 項 の 規 定 によ る 附 属 機 関 と し て 、 三 浦 市 開 発 事 業 紛 争 調 整 委 員 会 （ 以 下 「 委員 会 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。  ２  委 員 会 は 、 開 発 事 業 に 係 る 紛 争 調 整 に つ い て 、 市 長 の 諮 問 に 応じ て 調 査 及 び 審 議 を 行 う と と も に 、 市 長 に 対 し て 意 見 を 述 べ る こと が で き る 。  ３  委 員 会 は 、 委 員 ３ 人 以 内 を も っ て 組 織 す る 。  ４  委 員 は 、 建 築 、 法 律 、 環 境 等 の ま ち づ く り に 関 す る 学 識 経 験 を有 す る 者 の う ち か ら 市 長 が 委 嘱 す る 。  ５  委 員 の 任 期 は 、 ３ 年 と し 、 補 欠 委 員 の 任 期 は 前 任 者 の 残 任 期 間と す る 。 た だ し 、 再 任 を 妨 げ な い 。  ６  委 員 会 は 、 第 ２ 項 の 調 査 を 行 う に 当 た り 、 紛 争 当 事 者 に 対 し 必要 な 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。  ７  前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 委 員 会 の 組 織 及 び 運 営 に つ い て 必要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。   （ 適 用 除 外 ）  第 ４ ８ 条  次 に 掲 げ る 開 発 事 業 に つ い て は 、 第 ３ 章 及 び 第 ４ 章 第 １節 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。   ⑴  都 市 計 画 事 業 の 施 行 と し て 行 う も の   ⑵  予 定 さ れ る 建 築 物 が 、 自 己 の 居 住 の 用 の み に 供 す る 住 宅 の みで あ る も の   ⑶  災 害 の た め に 必 要 な 応 急 措 置 と し て 行 わ れ る も の   ⑷  通 常 の 管 理 行 為 、 軽 易 な 行 為 そ の 他 の 行 為 で 規 則 で 定 め る もの  
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（ 事 業 者 の 地 位 の 承 継 ）  第 ４ ９ 条  事 業 者 に つ い て 一 般 承 継 （ 相 続 又 は 合 併 に よ る 承 継 を いう 。 ） が あ っ た と き は 、 こ の 条 例 に 基 づ き 被 承 継 人 が 行 っ た 行 為は 、 相 続 人 そ の 他 の 一 般 承 継 人 （ 以 下 「 相 続 人 等 」 と い う 。 ） が行 っ た も の と み な し 、 こ の 条 例 に 基 づ き 被 承 継 人 に つ い て 行 わ れた 行 為 は 、 相 続 人 等 に つ い て 行 わ れ た も の と み な す 。  ２  前 項 の 規 定 に よ る 承 継 が あ っ た 場 合 は 、 相 続 人 等 は 、 速 や か に市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  ３  開 発 事 業 区 域 内 の 土 地 の 所 有 権 そ の 他 の 特 定 開 発 事 業 の 実 施 に関 す る 権 原 を 取 得 し た 者 は 、 市 長 の 承 認 を 受 け る こ と に よ り 、 この 条 例 に 基 づ く 事 業 者 の 地 位 を 承 継 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合に お い て 、 当 該 承 継 前 に こ の 条 例 に 基 づ き 行 わ れ た 行 為 に つ い ては 、 第 １ 項 の 規 定 を 準 用 す る 。  （ 是 正 命 令 等 ）  第 ５ ０ 条  市 長 は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 に 対 し て 、 工 事 そ の他 の 行 為 の 停 止 を 命 じ 、 又 は 相 当 の 期 限 を 定 め て 当 該 違 反 を 是 正す る た め に 必 要 な 措 置 を と る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。   ⑴  第 ２ ８ 条 の 規 定 に 違 反 し た 事 業 者 又 は 工 事 施 行 者   ⑵  偽 り そ の 他 不 正 な 手 段 に よ り 、 開 発 事 業 計 画 確 認 通 知 書 の 交付 を 受 け 、 特 定 開 発 事 業 を 行 っ た 事 業 者 又 は 工 事 施 行 者   ⑶  開 発 事 業 計 画 書 の 内 容 と 著 し く 異 な る 特 定 開 発 事 業 を 行 っ た事 業 者 又 は 工 事 施 行 者   ⑷  第 ３ ６ 条 本 文 の 規 定 に 違 反 し た 事 業 者   （ 立 入 検 査 等 ）  第 ５ １ 条  市 長 は 、 こ の 条 例 の 施 行 に つ い て 必 要 な 限 度 に お い て 、事 業 者 若 し く は 工 事 施 行 者 か ら 開 発 事 業 に 係 る 工 事 そ の 他 の 行 為の 状 況 に つ い て 報 告 若 し く は 資 料 の 提 出 を 求 め 、 又 は 関 係 職 員 を開 発 事 業 区 域 の 土 地 若 し く は 建 築 物 に 立 ち 入 ら せ 、 工 事 そ の 他 の行 為 の 状 況 を 調 査 若 し く は 検 査 （ 以 下 「 立 入 検 査 等 」 と い う 。 ）さ せ る こ と が で き る 。  
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２  前 項 の 規 定 に よ る 調 査 又 は 検 査 を 行 う 職 員 は 、 そ の 身 分 を 示 す証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係 人 に 提 示 し な け れ ば な ら な い 。  ３  立 入 検 査 等 の 権 限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も の と 解 して は な ら な い 。   （ 公 表 ）  第 ５ ２ 条  市 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 次 の 各 号 の い ず れか に 該 当 す る 者 の 氏 名 又 は 名 称 、 違 反 の 事 実 そ の 他 市 長 が 必 要 と認 め る 事 項 に つ い て 、 公 表 す る こ と が で き る 。   ⑴  第 ４ ４ 条 の 規 定 に よ り 工 事 の 着 手 の 延 期 又 は 工 事 の 停 止 を 要請 し た 場 合 に お い て 、 当 該 要 請 に 正 当 な 理 由 が な く 応 じ な い 事業 者   ⑵  第 ５ ０ 条 の 規 定 に よ る 命 令 を 受 け た 事 業 者 又 は 工 事 施 行 者   ⑶  前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 等 に 応 じ な い 事 業 者 又 は 工事 施 行 者  ２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 公 表 し よ う と す る と き は 、 当 該 事 業者 又 は 工 事 施 行 者 に 対 し 、 あ ら か じ め 意 見 を 述 べ る 機 会 を 与 え なけ れ ば な ら な い 。   （ 表 彰 ）  第 ５ ３ 条  市 長 は 、 三 浦 市 の ま ち づ く り の 基 本 理 念 に 照 ら し 、 良 好な ま ち づ く り に 著 し く 貢 献 し た と 認 め る 者 を 表 彰 す る こ と が で きる 。   （ 委 任 ）  第 ５ ４ 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に つ い て必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。     第 ８ 章  罰 則   （ 罰 則 ）  第 ５ ５ 条  第 ５ ０ 条 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で の 規 定 に よ る 市 長 の 命 令に 違 反 し た 者 は 、 ６ 月 以 下 の 懲 役 又 は ５ ０ 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 する 。   （ 両 罰 規 定 ）  
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第 ５ ６ 条  法 人 の 代 表 者 又 は 法 人 若 し く は 人 の 代 理 人 、 使 用 人 そ の他 の 従 業 者 が 、 そ の 法 人 又 は 人 の 業 務 に 関 し て 前 条 の 違 反 行 為 をし た と き は 、 そ の 行 為 者 を 罰 す る ほ か 、 そ の 法 人 又 は 人 に 対 し ても 、 同 条 の 罰 金 刑 を 科 す る 。     附  則   （ 施 行 期 日 ）  １  こ の 条 例 は 、 平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ）か ら 施 行 す る 。   （ 経 過 措 置 ）  ２  施 行 日 前 に お い て 、 現 に 三 浦 市 開 発 指 導 要 綱 （ 平 成 １ ０ 年 三 浦市 告 示 第 ５ １ 号 。 以 下 「 指 導 要 綱 」 と い う 。 ） に 基 づ く 手 続 が 行わ れ て い る 開 発 事 業 で 、 指 導 要 綱 の 規 定 に よ る 覚 書 の 交 換 が 行 われ て い る も の に つ い て は 、 第 ３ 章 、 第 ４ 章 第 １ 節 、 第 ６ 章 、 第 ４８ 条 か ら 第 ５ ２ 条 ま で 及 び 第 ８ 章 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 た だ し 、当 該 開 発 事 業 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  ⑴  施 行 日 か ら ２ 年 を 経 過 す る ま で の 間 に 工 事 に 着 手 し な い も の  ⑵  施 行 日 以 後 に お い て 、 工 事 を 中 断 し た 期 間 の 合 計 が １ 年 を 超え る も の   ⑶  施 行 日 以 後 に お い て 、 工 事 に 着 手 す る ま で の 期 間 と 工 事 を 中断 し た 期 間 の 合 計 が ２ 年 を 超 え る も の  ３  施 行 日 前 に お い て 、 現 に 指 導 要 綱 に 基 づ く 手 続 が 行 わ れ て い る開 発 事 業 （ 前 項 本 文 に 規 定 す る も の を 除 く 。 ） に つ い て 、 施 行 日前 に 指 導 要 綱 の 規 定 に よ り 行 わ れ た 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 必 要 に応 じ 、 こ の 条 例 の 相 当 規 定 に よ り 行 わ れ た 手 続 そ の 他 の 行 為 と みな す 。  ４  施 行 日 前 に 都 市 計 画 法 第 ２ ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請の あ っ た 開 発 行 為 に つ い て は 、 第 ４ ０ 条 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  ５  施 行 日 前 に 現 に 建 築 の 工 事 中 の 建 築 物 に つ い て は 、 第 ４ １ 条 の規 定 は 、 適 用 し な い 。  


